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一
体
、
何
の

た
め
の
解
散
と

忙
し
い
暮
れ
の

選
挙
な
の
か
。

政
策
議
論
と
争
点
が
あ
い
ま

い
な
内
に
早
く
も
議
席
数
の

皮
算
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

今
な
ら
勝
算
あ
り
と
読
ん

で
、
国
民
を
放
置
し
た
ま
ま

党
利
党
略
だ
け
で
選
挙
戦
に

突
入
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
成
果
を

出
し
て
株
が
上
が
っ
た
じ
ゃ

な
い
か
と
胸
を
張
っ
て
い
る

が
、
株
を
持
ち
も
せ
ぬ
庶
民

は
物
価
高
に
苦
し
ん
で
い

る
。
与
党
は
不
利
な
争
点
を

避
け
て
い
る
が
、
積
み
残
し

た
課
題
は
内
外
に
山
ほ
ど
あ

る
。
靖
国
参
拝
や
集
団
的
自

衛
権
は
適
当
に
糖
衣
に
く
る

ま
せ
、
閣
僚
の
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
も
毎
度
の
こ
と
と
し
て
、

忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

選
挙
戦
の
期
間
の
甘
い
口

舌
に
現
れ
る
も
の
は
ほ
ん
の

一
部
で
、
有
権
者
は
こ
れ
ま

で
の
現
内
閣
の
き
な
臭
さ
を

十
二
分
に
嗅
い
だ
。

　

半
世
紀
前
の
政
治
の
季
節

か
ら
経
済
の
季
節
に
移
行
し

て
か
ら
の
日
本
国
民
は
我
慢

強
く
、
娯
楽
に
韜
晦
（
と
う

か
い
）
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
馬
鹿
に
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

　

あ
と
９
日
で
そ
の
日
本
国

民
が
審
判
を
下
す
。

今日の数字

0.38人
　人口10万人あたりの日本の
国会議員数。欧州の先進国の
議員数は日本の２～３倍。

基基  

軸軸
大
企
業
優
遇

大
企
業
優
遇

税
制
を
問
う

税
制
を
問
う

❺❺

税
理
士　

菅
隆
徳
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菅
隆
徳消

費
税
が
租
税
原
則
を
変
質

財
政
危
機
の
主
因
は
大
企
業
・
大
資
産
家
減
税

開業医が取り組むべ
き矯正治療の症例を
解説する山城隆氏＝
11月16日、Ｍ＆Ｄホ
ール     　　　　

　

１
９
８
９
年
に
消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
日
本
の
税

金
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
消

費
税
が
導
入
さ
れ
た
年
に
法

人
税
率
は
42
％
か
ら
40
％
へ

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
法
人
税
率
は
37
・
５
％

げ
ら
れ
た
。
導
入
前
60
％
だ

っ
た
税
率
は
現
在
で
は
40
％

ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
消
費
税
増
税
の
一
方

で
、
大
企
業
、
大
資
産
家
の

税
金
は
次
々
と
減
税
さ
れ
て

（
法
人
税
、
法
人
住
民
税
、

法
人
事
業
税
）
の
減
収
額
は

２
５
５
兆
円
と
な
っ
て
い
る

（
財
務
省
及
び
総
務
省
の
公

表
デ
ー
タ
か
ら
計
算
）。
こ

れ
で
は
消
費
税
は
法
人
税
減

89
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で

を
示
し
て
い
る
。
89
年
に
21

・
４
兆
円
あ
っ
た
所
得
税
収

は
、
14
年
に
は
大
幅
に
減
っ

て
14
・
８
兆
円
と
な
っ
て
い

る
。
19
兆
円
あ
っ
た
法
人
税

た
。
つ
い
に
主
要
税
目
の
ト

ッ
プ
に
な
っ
た
の
だ
。

　

財
政
危
機
と
言
わ
れ
る

が
、
大
企
業
、
大
資
産
家
減

税
が
、
そ
の
主
要
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
大
企
業
、
大
資
産
家
に

は
税
の
公
平
原
則
に
従
っ

て
、
適
正
な
課
税
を
行
う
べ

き
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

い
っ
た
25
年
間
だ
っ
た
と
言

え
る
。

　

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
89

年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
の

消
費
税
収
入
の
累
計
は
２
８

２
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
そ
の
間
に
、
法
人
３
税

　

総
選
挙
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
（
２
日
告
示
、
14
日
投

開
票
）。
解
散
・
総
選
挙
を

延
ば
せ
ば
不
利
に
な
る
と
党

利
党
略
で
踏
み
切
っ
た
「
大

義
な
き
解
散
」
で
す
。
国
民

の
声
を
無
視
し
暴
走
し
て
き

た
安
倍
政
権
が
国
民
世
論
と

運
動
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
の

解
散
で
あ
り
、
安
倍
政
権
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
「
私
た

ち
の
選
挙
」
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

安
倍
政
権
の
２
年
間
は
、

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革

と
昨
年
12
月
の
特
定
秘
密
保

護
法
、
今
年
７
月
の
集
団
的

自
衛
権
の
閣
議
決
定
な
ど
、

社
会
保
障
と
平
和
・
民
主
主

義
の
破
壊
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
来
年
10
月
の

消
費
税
増
税
を
２
０
１
７
年

４
月
ま
で
先
送
り
し
、
選
挙

で
国
民
の
信
を
問
う
と
言
い

ま
す
。１
年
半
先
送
り
し
て

も
、増
税
実
施
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
の
暮

ら
し
と
私
た
ち
歯
科
医
院
の

経
営
を
圧
迫
す
る
消
費
税
増

税
は「
先
送
り
」
実
施
で
は

な
く
、中
止
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

安
倍
首
相
は
選
挙
争
点
を

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
称
す

る
経
済
政
策
に
し
ぼ
っ
て
、

議
席
を
得
た
ら
、
一
連
の
暴

走
政
治
を
さ
ら
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
は
、
一
部
の
大
企

業
と
富
裕
層
を
優
遇
し
た
だ

け
で
、
消
費
税
増
税
の
強
行

と
相
ま
っ
て
不
況
を
深
刻
化

さ
せ
ま
し
た
。「
賃
金
を
上

げ
る
」
と
言
い
な
が
ら
、

「
生
涯
ハ
ケ
ン
」
を
増
や
す

派
遣
法
改
悪
、
長
時
間
労
働

を
野
放
し
に
す
る
「
残
業
代

ゼ
ロ
」
な
ど
の
労
働
法
制
の

改
悪
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

「
持
続
可
能
な
社
会
保

　

臨
床
・
学
術
部
は
矯
正
歯

科
治
療
を
テ
ー
マ
に
生
涯
研

修
講
座
を
11
月
16
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
講
師

は
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
教
授
の
山
城
隆
氏
が
務

め
、
76
人
が
参
加
し
た
。

　

一
般
開
業
医
（
Ｇ
Ｐ
）
が

積
極
的
に
行
う
べ
き
も
の
と

し
て
、「
補
綴
前
矯
正
」
を

例
に
挙
げ
、
挺
出
を
基
本
と

し
た
技
術
と
、
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
を
基
本
と
し
た
技
術
を
紹

介
し
た
。
咬
合
の
安
定
を
図

る
為
に
大
臼
歯
及
び
小
臼
歯

の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
る

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
山

城
氏
が
例
示
し
た
①
歯
冠
の

崩
壊
し
た
歯
牙
を
抜
歯
せ
ず

に
挺
出
さ
せ
る
事
で
保
存
を

図
り
、
補
綴
処
置
を
可
能
に

さ
せ
た
症
例
②
傾
斜
し
た
下

顎
第
二
大
臼
歯
を
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
さ
せ
る
事
で
、
そ
の
後

の
補
綴
処
置
が
容
易
に
な
っ

た
症
例
―
―
な
ど
は
、
す
ぐ

に
で
も
活
か
せ
る
も
の
だ
っ

た
。
特
に
後
者
は
今
春
か
ら

保
険
導
入
も
さ
れ
た
た
め
、

Ｇ
Ｐ
に
と
っ
て
大
い
に
参
考

に
な
っ
た
。

　

全
顎
矯
正
に
お
け
る
注
意

点
と
し
て
、「
デ
ー
モ
ン
シ

ス
テ
ム
」
を
例
に
挙
げ
、
百

点
満
点
の
術
式
な
ど
は
有
り

得
ず
、
各
術
式
の
利
点
・
欠

点
を
良
く
理
解
し
て
取
り
組

む
事
の
重
要
性
を
指
摘
し

た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
同
様

に
、
経
営
的
側
面
か
ら
の
、

安
易
な
考
え
方
に
基
づ
い
た

全
顎
的
矯
正
に
は
疑
問
を
投

げ
か
け
た
。

　

矯
正
治
療
の
ハ
ー
ド
ル
が

急
激
に
下
が
っ
た
訳
で
は
無

い
が
、
Ｇ
Ｐ
に
こ
そ
取
り
組

む
べ
き
症
例
を
示
唆
さ
れ
、

明
日
か
ら
の
臨
床
に
非
常
に

参
考
に
な
る
講
習
会
で
あ
っ

た
。 

（
平
野
区
・
安
積
中
）

障
」
と
言
い
な
が
ら
、
国
保

の
都
道
府
県
化
な
ど
に
よ
る

保
険
料
の
値
上
げ
、
国
民
皆

保
険
を
揺
る
が
す
「
患
者
申

し
出
療
養
」
の
創
設
、
保
険

給
付
範
囲
の
縮
小
な
ど
、
患

者
さ
ん
に
も
医
療
機
関
に
も

〝
持
続
不
可
能
〞
な
医
療
改

悪
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

保
団
連
の
「
１
万
人
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
歯
科

受
診
が
必
要
と
答
え
た
人
の

４
割
余
り
が
、
受
診
を
控
え

て
お
り
、
そ
の
理
由
の
上
位

二
つ
が〝
時
間
〞と〝
お
金
〞が

な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

歯
科
医
療
は
、
国
民
の

「
日
々
の
生
き
る
力
を
支
え

る
生
活
の
医
療
」
で
あ
り
、

国
民
生
活
の
安
定
と
充
実
し

た
保
険
医
療
制
度
を
前
提
と

し
ま
す
。
何
よ
り
平
和
を
基

盤
と
す
る
医
療
で
す
。
戦
争

を
許
さ
ず
、
平
和
と
暮
ら
し

を
守
り
、
医
療
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
る
政
治
の
選
択

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
の
穴
埋
め
に
消
え
た
こ
と

に
な
る
。
い
や
、
法
人
税
減

税
の
た
め
に
消
費
税
増
税
が

行
わ
れ
て
き
た
と
も
い
え
る

の
だ
。

　

グ
ラ
フ
は
主
要
税
目
の
推

移
で
あ
る
。
消
費
税
導
入
の

は
、
14
年
に
は
10
・
０
兆
円

と
半
減
し
て
い
る
。

　

一
方
、
消
費
税
は
導
入
し

た
89
年
は
３
・
３
兆
円
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
３
％
↓
５
％

↓
８
％
と
増
税
さ
れ
て
、
14

年
に
は
15
・
３
兆
円
と
な
っ

（
90
年
）
↓
34

・
５
％
（
98

年
）
↓
30
％

（
99
年
）
と
次

々
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
現
在
で

は
25
・
５
％
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
企
業

が
利
益
を
上
げ
て
も
そ
の
割

に
法
人
税
収
が
上
が
ら
な
く

な
っ
た
。

　

所
得
税
の
最
高
税
率
も
消

費
税
導
入
後
大
幅
に
引
き
下

　

衆
院
が
11
月
21
日
に
解
散
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
小
澤

力
理
事
長
が
12
月
14
日
の
総
選
挙
に
向
け
た
談
話
を
２

日
、
発
表
し
た
。
全
文
は
次
の
通
り
。
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小
澤
力
理
事
長
が
談
話
を
発
表
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選選

主要税目の税収の推移

消
費
税
パ
ン
フ
同
封

11月度生涯研修講座

GPが取り組むべき矯正
大 阪 大 学
大学院教授　山城隆氏が解説

　消費税増税の問題点を分かり
やすく解説したパンフレットを
今号に同封しています。


